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＜連絡事項＞

· 「期日前投票」送迎バス利用の案内あり、対象スタッフは利用する事。　
期日前投票を行う会場まで、送迎バスを用意。 
法人←→市役所の往復
　　４／５（木）　①12:30 病院出発　戻り予定13:15
　　　　　　　　　②15:00 本部前出発　戻り予定15:45
　　４／６（金）　　　　　　　同上
　　４／７（土）　　　　　　　同上
＜外来情報＞

· 平　康子様　　～甘い食物を控えるよう主治医より助言あり。

· 奥山　依以子様～現在、歯科に通院中であり1回だけ痛み止めを服用したとの事。

· 柳町　信之様　～肛門からの出血はなく軟便と話される。ナイトケアは欠席がちとの事。

· 中居　美津子様～アパートの保証人をお願いしたが姉・弟様から断られたとの事。不動産屋・

大家から1年分の家賃（24万円ほど）を支払えば保証人は不要とのお話あり。

姉様からその方向で進めるよう話があったとの事。

· 長瀬　紘一郎様～昨日、腹痛があったが軽減したとの事。気温が不安定な為、不調時はスタッフ

　　　　　　　　　　に相談するよう主治医から助言受けている。来週、血液検査予定。

· 鈴木　恵美子様～料理教室の下ごしらえ後に受診。血圧172/100ｍｍＨｇと高値だが不調の訴えな

く受診後は、セルリアンで友人とお茶を飲んでいたとの事。

· 中居　松男様　～火・木は自宅アパート夕食の自炊し土・日は青山荘で実施している。それ以外　　　

の日は青山荘で給食を食べており「ややこしくなった。」と不満気な表情あり。

＜利用者様情報＞　
・　高島　吉太郎様～昨日、14：45、椅子に座って閉眼されているが、体勢を崩して左側に手をついて転倒されている。外傷なし。本人様「大丈夫」と話されている。以後、通常通りプログラムに参加している。今後も同様の可能性がある為、上記のような状態の際は声かけし、安定した姿勢で座るよう助言していく。

· 北嶋　剛様　　～全身、赤い発疹が出て痒くなり皮膚科受診にて接触性皮膚炎と診断受ける。明日　　

のデイケアは欠席するとの連絡あり。

· 柳町　信之様　～昨日、欠席の連絡なく自宅に3回電話しているが不在。本日、来所予定日であり、　　

来所もしくは連絡とれた際は、欠席時には連絡を入れるよう再度説明予定。

· 鈴木　茂子様～本日、欠席の連絡なく自宅に3回電話しているが不在。再度、電話連絡予定。

· 今野　容子様～　本日、日赤病院受診。血液検査や血圧などは特変なかったとのこと。（食事・イ

ンスリンも指示も前回同様）隔日の夕食前の血糖測定時、低血糖に注意する。
· 繁名　和恵様～　朝から泣いており、姉様の声で「おまえはいらない。」と聞こえてくるとの事。

　　　　　　　　　　幻聴で生活が左右されないが、時折、表情の固さなどあり、プログラム名簿に自分の名前がないとスタッフに話しかけてくる為、疎外感らしいものも見受けられる。明日の受診時、主治医に相談促し今後、声かけをし、状態安定に努めていく。

· 田名部　一樹様～本日、料理教室中にスライサー使用中、右手親指内側を1ｃｍほど切創。直ちに　　

圧迫止血、消毒、ガーゼ保護を施行。ご家族には連絡している。

＜デイケア事例検討＞

· 溝越　キク様（59歳）　統合失調症　　合併症　高血圧

○デイケア利用開始　Ｈ1７年1月12日（1年9ヶ月経過）

○利用率　　今年1月までは100%だったが、2月には55%と低下。女性メンバーとの金銭面トラブルを理由に2/19より通所していない。先週、関係機関と本人を含め、ケア会議を実施し当面金曜日のみ通所することとしたが、先週は欠席。受診時、スタッフの声かけにも会話を

　　　　　　したがらない雰囲気あり。所在確認の為、欠席時の連絡はするよう説明し、本人より了解を得ている。

○治療計画　怠薬による病状悪化を防ぐ為、通所を促す。

○最近の様子

· 先週、関係機関と本人を含め、ケア会議を実施し当面金曜日のみ通所することとしたが、先週は

欠席。受診時、スタッフの声かけにも会話をしたがらない雰囲気あり。所在確認の為、欠席時の連絡はお願いし了解を得ている。

· 本人、怠薬はしていないと話される。

・　街に外出したり、デイケア通所以外にも友人（異性含む）との交流はあり。

○今後について

· 運動を好む為、明日は体育館でのプログラムがある事を伝えながら、継続した通所を促す。

· 関係機関（外来・訪問看護など）に情報提供し状況確認に努める。

＜業務改善＞

○今後、通所の利用率を向上の通所者のデータ作成○

　利用者の現住所･通所利用時の移動手段のデータ入力（明日までに完成）

○今後にむけてのプログラム検討○

新しいプログラム作成にあたり現在

· ３部門の役割の明確化

· 役割に応じたプログラム分類　　等の骨組みを形成している段階

※資料参照

　4/6までに各目的に応じたプログラム案の作成予定。
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対象

A　生活リズムの確立�

A　健康体操�

�@再発防止

A　服薬教室・服薬管理�

B　服薬管理・必要性�

B　嚥下体操�

B　ストレス緩和E

C　対人技能の向上g

C　脳力維持トレーニング�

�A生活能力の維持・向上

A　料理技能の獲得g

D　合併症の予防・改善�

A　グループ活動E

E　運動習慣の確立g

B　集団での交流会g

　　（皆で話そう会）

A　就労�

E　再発防止�

　a　�

就労前準備段階

プログラム

F　筋力・関節可動域の維持�

　b　自己能力�

�A楽しみの場の提供

A　レクリエーションj

A　レクリエーションj

　d　対人技能の向上j

A　園芸・陶芸等の活用�

B　創作活動�

（陶芸・木工等）

　c  社会的ﾙｰﾙ･ﾏﾅｰ

B　創作・制作活動ｰ

C　料理（おやつ作り）�

B　生活�

�C個別面談

�E個別面談

　a　生活技能�

　　（金銭・料理・掃除　等）

　b  社会資源の活用�

　c　対人技能の向上�

　ｄ　管理能力

　　（

食事・体重などの健康面

）

A　楽しみの提供�

B　趣味の育成・拡大�

C　社会資源の活用ｰ

D　グループ交流の活用�

�C個別面談

�D趣味活動の育成・拡大

�@再発の防止

�A次の目標へのステップアップ

�B地域社会生活の維持

�C社会性の獲得

デイケア

デイナイトケア

A　各種資源に関する知識修得v

　（生活保護・障害者手帳・

　　職業訓練・就労支援　等）

�C社会資源の活用



精神障害を持ち､地域･施設での生活を営んでおり、

�@　再発への不安がある方に対して、健康維持

　　を図る（病状安定、合併症予防）

�A　就労・単身生活・作業所通所・居宅生活など

　　の目標に向かってのステップアップ



以上、目的・目標達成すべくプログラム提供を図る。

�Bエンパワメント



精神障害をもち、地域・施設での生活を営んでいる方のう

ち、

�@　心身の状態が安定しており、現状維持を必要と

　　する方

�A　日中の活動の場を求めている方

�B　楽しみや趣味を見つけたい方



以上、目標を持っている方に対して、達成すべくプログラム

提供を図る。

D　生活習慣病のg

　　　　　　予防・改善

ナイトケア



精神障害をもち、地域･施設での生活を営んでいる方のう､

ち、心身の状態が安定しており、日中に活動の場を有して

いる方に対して、

�@　地域・社会生活の維持・向上を目的とする方



以上の目的を有する方に対して、目標達成すべくプログラ

ムの提供を図る。

�@心身機能の維持･向上�

�A楽しみの場の提供

�B趣味の育成

�@地域･社会生活の維持・向上j

�A次の目標へのステップアップ

�BQOLの向上ｬ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

�@心身機能の

　　　　　　　維持･向上�

�B趣味の育成



�@再発の防止

�Aステップアップ











